
－　－43

は
じ
め
に

橋
口
五
葉
、
本
名
清
は
一
八
八
一
年
に
鹿
児
島
で
生
ま
れ
、
地
元
の
狩
野
派
の
絵

師
、
内
山
一
観
あ
る
い
は
四
条
派
の
平
山
東
岳
に
絵
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る１
。
一

八
九
九
年
に
上
京２
し
て
か
ら
は
橋
本
雅
邦
に
日
本
画
を
習
い
、
そ
の
後
白
馬
会
洋
画

研
究
所
で
洋
画
を
学
び
、
一
九
〇
一
年
に
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
に
入
学
し
た３
。

在
学
中
の
一
九
〇
二
年
に
は
一
六
作
品
が
白
馬
会
に
入
選
し
た
。
そ
の
う
ち
現
在
図

版
を
確
認
出
来
る
の
は
︽
後
庭
︾︵
一
九
〇
二
年
、
油
彩
︶、︽
夏
の
湖
畔
︾︵
一
九
〇

二
年
、
油
彩
︶、︽
夏
木
立
︾︵
一
九
〇
二
年
、
油
彩
︶、
の
三
作
品
で
あ
る
。
在
学
中

の
一
九
〇
五
年
に
は
夏
目
漱
石
の
﹃
吾
輩
は
猫
で
あ
る
﹄
上
篇
︵
服
部
書
店
、
一
九

〇
五
年
︶︵
図
一
︶
の
装
幀
を
施
し
た４
。
こ
の
仕
事
を
契
機
と
し
て
五
葉
は
装
幀
の

仕
事
を
数
多
く
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
〇
七
年
に
は
東
京
府
勧
業
博
覧
会
で
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾︵
一
九
〇
七
年
、

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス
︵
屏
風
形
状
︶、
一
九
三
・
八
×
一
八
四
セ
ン
チ
、
鹿
児
島
市

立
美
術
館
蔵
︶︵
図
二
︶
が
第
三
部
図
案
で
二
等
賞
と
な
り
、
そ
の
年
の
第
一
回
文

部
省
展
覧
会
︵
以
下
文
展
︶
に
は
第
二
部
西
洋
画
に
︽
羽
衣
︾︵
一
九
〇
七
年
、
油

彩
︵
写
真
︶、
サ
イ
ズ
不
詳
、
所
在
不
明
︶︵
図
三
︶
が
入
選
す
る
な
ど
、
五
葉
は
洋

画
家
と
し
て
の
立
場
を
順
調
に
築
き
上
げ
て
行
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
一
九
〇
九
年
の
第
三
回
文
展
で
は
︽
龍
頭
兜
を
持
つ
女
︾
を
西
洋
画

の
部
に
応
募
し
た
も
の
の
、
落
選
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る５
。
翌
一
九
一
〇
年
一

月
、﹃
朝
日
新
聞
﹄
で
﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
を
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
、
五
葉
は
近

代
以
前
の
日
本
の
絵
画
を
歴
史
的
に
振
り
返
っ
た
上
で
、
現
在
の
日
本
画
壇
へ
提
言

を
し
て
い
る
。

そ
し
て
﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
執
筆
の
二
年
後
の
一
九
一
一
年
に
五
葉
は
三
越
呉
服

店
の
懸
賞
広
告
に
応
募
し
、︽
此
美
人
︾︵
一
九
一
一
年
、
石
版
、
紙
︶︵
図
四
︶
で

第
一
等
と
な
り
名
声
を
得
た
。
翌
年
一
九
一
二
年
に
は
无
声
会
第
一
二
回
展
で
︽
黄

薔
薇
︾︵
一
九
一
二
年
、
絹
本
着
色
、
一
二
二
・
七
×
五
〇
・
六
セ
ン
チ
、
個
人

蔵
︶︵
図
五
︶
を
発
表
し
た
。
筆
者
は
こ
れ
ら
は
﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
五
葉
の
絵
画
制
作
へ
の
思
考
を
実
践
し
た
作
品
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
本
稿
で
は
﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
を
手
が
か
り
に
五
葉
の
絵
画
作
品
を
検
討
し

た
上
で
、
装
幀
作
品
に
つ
い
て
も
論
じ
た
い
。

一　

公
募
展
へ
の
出
品

︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
は
一
九
〇
七
年
三
月
東
京
府
勧
業
博
覧
会
第
三
部
図
案
第
二

【
研
究
ノ
ー
ト
】

橋
口
五
葉
の
絵
画
と
装
幀
の
関
係
　「
表
装
」
と
い
う
意
識
　

　
雲
　
中
　
あ
　
み



－　－44

三
類
美
術
及
工
芸
図
案
に
出
品
し
、
二
等
賞
を
受
賞
し
た
。
油
絵
で
は
あ
る
が
二
枚

折
衝
立
屏
風
と
し
て
仕
上
げ
、
美
術
部
で
は
な
く
図
案
部
に
出
品
し
た
。
こ
の
作
品

に
は
金
地
を
背
景
に
、
塀
に
囲
ま
れ
た
庭
園
の
よ
う
な
場
所
が
描
か
れ
て
い
る
。
向

か
っ
て
左
の
パ
ネ
ル
に
は
二
羽
の
孔
雀
、
右
の
パ
ネ
ル
に
は
、
サ
リ
ー
の
よ
う
に
赤

い
布
を
左
肩
か
ら
斜
め
に
掛
け
、
右
胸
を
露
出
さ
せ
た
女
性
が
腰
掛
け
て
い
る
。
女

性
が
身
に
着
け
て
い
る
光
沢
の
あ
る
布
の
襞
に
は
陰
影
が
付
け
ら
れ
、
太
も
も
か
ら

ふ
く
ら
は
ぎ
に
か
け
て
女
性
の
身
体
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。
女
性
が
腰
掛
け
て
い
る

椅
子
に
は
山
羊
の
よ
う
な
動
物
の
レ
リ
ー
フ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
女
性
は
髪
を
結
い

上
げ
て
お
り
、
金
色
の
装
飾
品
を
耳
と
首
、
手
首
に
付
け
て
い
る
。
女
性
の
背
景
に

白
い
百
合
、
地
面
に
は
甘
草
の
花
と
桃
色
の
小
花
が
咲
い
て
い
る
。
五
葉
が
自
ら
制

作
し
た
木
製
の
縁
︵
衝
立
︶
の
脚
部
に
は
蓮
の
花
と
ウ
ナ
ギ
を
か
た
ど
っ
た
も
の
が

付
け
ら
れ
て
い
る６
。

︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
に
つ
い
て
五
葉
本
人
が
書
い
た
解
説
文
の
草
稿
が
残
さ
れ
て

い
る
︵
資
料
一
︶。
以
下
、
山
西
健
夫
氏
の
翻
刻
を
参
照
し
て
要
点
を
述
べ
る７
。
解

説
文
は
、﹁
材
料
及
制
作
法
﹂
と
﹁
画
題
﹂
の
二
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。﹁
材
料
及

制
作
法
﹂
で
は
、﹁
西
洋
間
及
和
洋
折
衷
間
﹂
の
た
め
の
﹁
室
内
装
飾
用
ト
シ
テ
二

枚
折
ノ
衝
立
を
図
案
シ
之
レ
ニ
油
絵
具
ヲ
用
ヒ
テ
装
飾
画
ヲ
画
キ
タ
リ
﹂
と
あ
る
。

さ
ら
に
、﹁
英
国
製
カ
ン
バ
ス
、
模
造
印
度
サ
ラ
サ
、
金
箔
、
佛
国
製
油
画
具
、
木

製
ノ
縁
﹂
を
用
い
た
と
記
し
て
い
る
。
技
法
と
し
て
は
﹁
装
飾
画
ト
シ
タ
ル
ハ　

光

線
ノ
関
係
ヨ
リ
ハ
線
形
ノ
調
和
及
ヒ　

色
彩
ノ
排マ

列マ

ト
調
和
ニ
力
ヲ
注
キ　

以
テ
作

者
意
匠
ト
︵
技
術
ト
ヲ
︶
全
フ
セ
ン
事
ヲ
勉
メ
タ
リ
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
五

葉
は
装
飾
画
を
描
く
に
あ
た
っ
て
線
形
の
調
和
と
、
色
彩
の
配
列
の
調
和
に
力
を
注

ぐ
こ
と
で
、
作
者
の
意
匠
そ
し
て
技
術
が
全
う
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、︽
孔
雀
と

印
度
女
︾
制
作
に
あ
た
り
そ
れ
を
勉
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
一
〇

年
に
﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
で
五
葉
が
述
べ
る
第
三
派
の
描
線
を
明
確
に
と
り
色
彩
豊

か
に
表
現
す
る
と
い
う
特
徴
と
類
似
す
る
。
ま
た
解
説
文
章
稿
に
は
﹁
古
代
印
度
ノ

風
俗
ヲ
仮
装
シ
タ
ル
人
物
ヲ
画
キ
タ
ル
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
葉
は
女
性
を
古
代

の
人
物
で
は
な
く
、
古
代
イ
ン
ド
の
服
を
身
に
付
け
た
女
性
と
し
て
描
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。﹁
画
題
﹂
は
﹁
孔
雀
姫
﹂
と
記
さ
れ
、﹁
古
キ
物
語
又
ハ
歴
史
ニ
依
リ
テ
画

キ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ　

只
作
者
ノ
創
造
ト
感
情
ト
ヲ
顕
ハ
サ
ン
ガ
為
メ
画
キ
タ
ル
﹂
と

あ
り
、
こ
の
作
品
は
物
語
や
歴
史
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
な
く
、
五
葉
の
感
情
・
思

想
を
表
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
主
題
に
つ
い
て
は
﹁
永
久
ノ
平

和
ヲ
願
エ
ル
婦
人
ヲ
ア
ラ
ワ
サ
ン
が
為
メ
﹂﹁
若
き
婦
人
を
平
和
な
る
庭
園
に
配
し

婦
人
は
永
久
の
平
和
を
︵
憧
憬
せ
る
状
態
ヲ
︶
願
へ
え
る
有
様
を
ア
ラ
ワ
サ
ン
と
勉

め
た
り
﹂
と
五
葉
は
記
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
作
品
は
︽
孔
雀
姫
︾
と

い
う
題
名
で
、﹁
永
久
ノ
平
和
ヲ
願
エ
ル
﹂
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
を
擬
人
化
し
た

も
の
で
、
描
か
れ
て
い
る
画
面
は
﹁
平
和
な
庭
園
﹂
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

仏
教
に
は
孔
雀
を
神
格
化
し
た
孔
雀
明
王
が
存
在
す
る
。
孔
雀
明
王
は
明
王
の
ひ

と
り
で
、
明
王
は
憤
怒
の
表
情
︵
忿
怒
相
︶
を
し
て
い
る
が
、
孔
雀
明
王
は
慈
悲
の

表
情
︵
菩
薩
相
も
し
く
は
慈
悲
相
︶
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
孔
雀
は
毒
蛇

や
害
虫
を
食
べ
る
こ
と
か
ら
、
疫
病
や
災
害
な
ど
の
息
災
か
ら
人
々
を
守
っ
て
く
れ

る
と
考
え
ら
れ
信
仰
さ
れ
て
い
た８
。
五
葉
が
平
和
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
制
作
し
た
こ
の

作
品
に
孔
雀
を
描
き
、
人
物
を
﹁
孔
雀
姫
﹂
と
し
て
い
た
の
は
、
孔
雀
明
王
の
イ

メ
ー
ジ
を
汲
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

先
行
研
究
で
は
西
山
純
子
氏
が
、
様
々
な
筆
致
で
作
品
制
作
を
し
た
五
葉
の
生
涯

を
通
じ
て
の
特
徴
と
し
て
装
飾
美
術
へ
の
関
心
を
上
げ
た
上
で
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
西
山
氏
は
こ
の
作
品
は
﹁
洋
間
や
和
洋
折
衷
間
の
飾
り

を
意
図
し
た
﹁
装
飾
画
﹂
で
あ
っ
た
。
脚
部
の
蓮
の
図
案
も
自
ら
考
え
た
と
い
う
凝

り
よ
う
に
、
五
葉
の
芸
術
家
と
し
て
の
立
ち
位
置
と
そ
の
後
が
透
け
て
見
え
る９
﹂
作

品
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
山
西
健
夫
氏
も
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
と
後
述
の
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︽
羽
衣
︾
に
つ
い
て
、﹁
油
彩
画
で
は
あ
る
が
二
枚
折
衝
立
と
い
う
日
本
家
屋
向
け
の

調
度
形
式
を
採
っ
て
お
り
、
東
京
勧
業
博
覧
会
の
美
術
部
で
は
な
く
図
案
部
に
出
品

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。︵
中
略
︶
五
葉
は
生
活
空
間
の
な
か
で
日

常
的
に
楽
し
め
る
形
状
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る11
﹂
と
述
べ
て

い
る
。
両
氏
と
も
、
五
葉
が
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
を
日
本
家
屋
で
生
活
す
る
中
で
日

常
的
に
楽
し
め
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
と
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
先
行
研
究
と
解
説
文
草
稿
か
ら
も
、
五
葉
が
絵
画
作
品
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し

ろ
室
内
装
飾
品
と
し
て
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
を
制
作
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。こ

の
作
品
が
絵
画
作
品
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
室
内
装
飾
品
と
し
て
の
要
素
が
強

い
の
は
、
五
葉
の
言
う
﹁
木
製
の
縁
﹂
の
た
め
で
あ
る
。
解
説
文
草
稿
で
は
五
葉
は

表
装
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
ろ
既
に
五
葉
は
絵
画
と
表
装
、
表

具
を
意
識
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。

︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
発
表
の
七
ヵ
月
後
、
五
葉
は
一
九
〇
七
年
一
〇
月
第
一
回
文

展
第
二
部
西
洋
画
に
︽
羽
衣
︾
を
出
品
し
た11
。
現
在
は
所
在
不
明
だ
が
白
黒
図
版
を

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る11
。
羽
衣
伝
説
に
依
拠
す
る
こ
の
作
品
は
、
大
き
な
松
の
木

の
下
で
羽
衣
を
抱
え
座
る
老
い
た
漁
師
の
も
と
に
歩
み
寄
る
天
女
を
裸
体
で
描
い
た

作
品
で
あ
る
。︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
は
東
京
府
勧
業
博
覧
会
の
図
案
部
へ
の
出
品

だ
っ
た
が
、︽
羽
衣
︾
は
文
展
の
西
洋
画
の
部
へ
の
出
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
描
か

れ
て
い
る
女
性
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
薄
衣
を
着
用
し
て
い
る
か
否
か
の
差
は

あ
る
が
、
頭
の
高
い
位
置
で
結
い
上
げ
た
髪
型
、
耳
と
首
に
つ
け
ら
れ
た
宝
飾
品
な

ど
で
あ
る
。
天
女
と
漁
師
の
足
元
に
は
多
く
の
花
が
咲
き
、
遠
景
に
は
湖
が
描
か
れ

て
い
る
。
構
図
と
し
て
は
縦
長
の
画
面
下
半
分
を
地
面
が
占
め
て
お
り
、
奥
行
き
の

な
い
画
面
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
地
面
に
は
沢
山
の
花
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
の
作
品
で
も
五
葉
が
装
飾
性
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
出
来
る
。
東
京
美
術

学
校
時
代
の
同
窓
で
あ
る
薄
拙
太
郎
氏
は
五
葉
の
追
悼
文
﹁
橋
口
清
君
の
思
出13
﹂
の

中
で
、︽
羽
衣
︾
に
つ
い
て
、﹁
純
粋
の
洋
画
と
い
ふ
よ
り
も
油
絵
具
を
持
て
日
本
絵

に
近
い
装
飾
画
と
い
ふ
て
も
よ
い
も
の
﹂
と
言
及
し
て
い
る
。

で
は
、
五
葉
自
身
は
絵
画
制
作
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。

二　
「
現
今
の
日
本
画
」

一
九
一
〇
年
一
月
一
八
日
・
一
九
日
、
五
葉
は
﹃
朝
日
新
聞
﹄
の
文
芸
欄
に
﹁
現

今
の
日
本
画
﹂
と
い
う
文
を
寄
せ
た
。
文
中
で
一
九
〇
九
年
第
三
回
の
文
展
出
品
作

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
執
筆
は
一
九
〇
九
年
の
一
一
月
以
降
と
推
測

出
来
る
。
三
〇
〇
〇
字
を
越
え
る
文
章
で
、
絵
画
に
つ
い
て
五
葉
が
語
っ
た
も
の
と

し
て
は
比
較
的
長
い
も
の
で
あ
る
。
五
葉
は
﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
の
中
で
、
日
本
で

描
か
れ
て
い
た
絵
画
は
従
来
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
、
執
筆
当
時
の
日
本
画
、
主
に
文
展
へ

出
品
さ
れ
た
作
品
を
挙
げ
三
派
に
分
類
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
は
三
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
五
葉
は
近
世
以
前
の
日

本
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
述
べ
、
次
に
現
在
の
﹁
日
本
画
﹂
の
分
類
を
行
い
、
最
後

に
技
術
と
﹁
趣
味
感
情
﹂
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

五
葉
は
﹁
日
本
画
﹂
を
三
つ
に
分
類
し
た
。
第
一
派
は
﹁
墨
色
の
濃
淡
と
か
筆
法

と
か
い
う
こ
と
を
﹂
技
術
上
重
視
し
て
絵
を
作
る
画
派
で
あ
り
、
五
葉
は
竹
内
栖

鳳
、
児
玉
果
亭
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
第
二
派
は
﹁
墨
色
筆
法
に
重
点
を
お
く
と
同

時
に
ほ
か
の
色
彩
や
写
形
に
も
同
じ
く
ら
い
注
意
を
払
う
﹂
画
派
で
あ
る
。
五
葉
は

浅
井
忠
の
日
本
画
と
、
寺
崎
廣
業
の
山
水
画
を
代
表
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
寺
崎

に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
﹁
本
年
の
文
部
省
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
廣
業
氏
の
四
枚

の
山
水
画
﹂
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
九
〇
九
年
の
第
三
回
文
展
に
出
品
さ
れ
た
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︽
溪
四
題
︾︵
一
九
〇
九
年
、
紙
本
着
色
、
四
幅
対
、
各
一
二
七
・
五
×
六
三
・
〇
セ

ン
チ
、
東
京
近
代
美
術
館
蔵
︶︵
図
六
︶
を
指
す
。
第
三
派
は
﹁
墨
色
筆
法
と
い
う

こ
と
を
技
術
上
の
要
点
と
せ
ず
に
、
他
の
新
し
い
研
究
法
で
絵
を
作
る
画
派
﹂
で
あ

る
。
未
だ
成
功
し
た
作
品
は
無
い
と
し
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
作
品
と
し
て
、
一
九

〇
九
年
の
第
三
回
文
展
出
品
作
で
あ
る
横
山
大
観
の
︽
流
燈
︾︵
一
九
〇
九
年
、
絹

本
着
色
、
一
四
三
・
一
×
五
一
・
五
セ
ン
チ
、
茨
城
県
立
近
代
美
術
館
蔵
︶︵
図

七
︶
を
挙
げ
て
い
る
。﹁
写
形
に
重
き
を
置
い
て
、
写
形
の
美
と
色
彩
の
研
究
で
墨

色
筆
法
に
代
へ
ら
れ
る
位
技
術
を
発
達
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
﹂、
つ
ま
り
、
従
来

の
日
本
画
の
墨
色
筆
法
と
は
異
な
る
も
の
の
、
写
形
の
美
と
色
彩
を
よ
く
研
究
出
来

て
い
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

五
葉
の
三
つ
の
分
類
の
中
で
要
と
な
っ
て
い
る
の
は
線
の
描
き
方
と
色
彩
表
現
で

あ
る
。
五
葉
は
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
の
解
説
書
で
も
﹁
装
飾
画
ト
シ
タ
ル
ハ　

光
線

ノ
関
係
ヨ
リ
ハ
線
形
ノ
調
和
及
ヒ　

色
彩
ノ
排マ

列マ

ト
調
和
ニ
力
ヲ
注
キ
﹂
と
、
線
形

と
色
彩
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
五
葉
の
行
っ
た
三
分
類
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
派

は
墨
色
の
濃
淡
、
筆
法
を
重
視
す
る
画
派
、
第
二
派
は
墨
色
筆
法
と
同
程
度
色
彩
や

写
形
に
も
注
意
を
払
う
画
派
、
第
三
派
は
そ
の
他
の
新
し
い
研
究
法
で
絵
を
作
る
画

派
で
あ
り
、
第
一
派
か
ら
第
三
派
ま
で
と
五
葉
の
い
う
﹁
研
究
﹂
が
進
む
に
つ
れ
、

描
線
が
し
っ
か
り
と
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
墨
色
以
外
の
色
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
は
一
九
〇
七
年
、﹁
現
今
の
日
本

画
﹂
は
一
九
一
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
が
、
五
葉
が
作
品
を
制
作
す
る
上
で

重
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
は
、
い
ず
れ
の
時
期
も
描
線
を
明
確
に
と
り
、
色
彩
豊
か

に
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
考
察
の

実
践
と
し
て
一
九
一
一
年
︽
此
美
人
︾
を
制
作
し
、
一
九
一
二
年
に
︽
黄
薔
薇
︾
を

无
声
会
に
出
品
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

墨
色
筆
法
、
色
使
い
、
写
形
な
ど
技
術
に
関
す
る
こ
と
を
論
じ
た
後
、
五
葉
の
論

点
は
そ
の
技
術
を
ど
う
使
う
か
と
い
う
点
に
移
る
。
現
状
、
日
本
画
壇
に
お
い
て
最

も
大
き
な
問
題
は
﹁
作
家
の
趣
味
感
情
に
依
っ
て
技
術
を
自
由
に
使
用
す
る
と
い
う

点
が
最
も
欠
乏
し
て
居
る
こ
と
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
流
行
や
批
評
、

審
査
に
画
家
が
左
右
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
上
で
、﹁
只
作
家
が

其
趣
味
感
情
を
現
す
上
に
、
技
術
の
一
致
が
大
事
で
あ
る
。
か
く
し
て
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
の
あ
る
作
品
は
出
来
る
と
思
う
。﹂
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
五
葉
の
主
張

は
、
技
術
を
自
分
の
趣
味
感
情
を
表
す
た
め
に
使
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
、

技
術
と
趣
味
感
情
が
一
致
し
て
い
る
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
作
品
が
仕
上
が
っ

て
良
い
も
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
発
表
の
翌
年
、
一
九
一
一
年
に
五
葉
は
︽
西
洋
画
図
案
此
美

人
︾
を
三
越
呉
服
店
の
懸
賞
広
告
に
応
募
し
、
賞
金
一
〇
〇
〇
円
、
第
一
等
を
獲
得

し
た14
。︽
此
美
人
︾
は
﹁
千
両
額
﹂
と
評
さ
れ
、
ほ
か
の
入
選
作
品
と
と
も
に
四
月

一
日
か
ら
三
越
三
階
バ
ル
コ
ニ
ー
に
展
示
さ
れ15
、
そ
の
後
三
間
石
版
印
刷
所
で
ポ
ス

タ
ー
と
し
て
印
刷
さ
れ
た16
。
Ｐ
Ｒ
誌
﹃
三
越
﹄
第
一
巻
第
二
号
の
表
紙
は
上
部
に
千

両
額
と
記
さ
れ
た
︽
此
美
人
︾
が
カ
ラ
ー
で
刷
ら
れ
、﹁
表
紙
に
掲
げ
た
る
﹃
千
両

額
﹄﹂
と
い
う
記
事
も
掲
載
さ
れ
た
。

︽
此
美
人
︾
は
、
椅
子
に
腰
掛
け
青
い
着
物11
を
着
た
女
性
が
描
か
れ
た
作
品
で
あ

る
。
画
面
向
か
っ
て
右
上
に
は
﹁
三
越
呉
服
店
﹂
と
店
名
が
あ
り
、
そ
の
上
に
商
標

が
示
さ
れ
る
。
女
性
が
身
に
付
け
て
い
る
着
物
の
意
匠
は
、
肩
か
ら
前
身
ご
ろ
に
か

け
て
藤
が
描
か
れ
て
い
る
。
藤
の
葉
は
明
る
い
灰
色
で
描
か
れ
そ
の
ふ
ち
を
黄
緑
色

で
取
り
、
同
じ
色
で
蔓
や
花
を
描
い
て
い
る
。
身
ご
ろ
の
裾
と
袂
に
は
流
水
模
様
と

そ
の
傍
ら
に
咲
く
撫
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
半
襟
は
黄
色
い
地
に
紺
色
の
蝶
、
帯
は

淡
い
黄
色
の
地
に
植
物
模
様
が
描
か
れ
、
袖
口
か
ら
覗
く
襦
袢
と
帯
揚
げ
は
朱
色
で

あ
る
。
襦
袢
は
朱
色
の
地
に
絞
り
で
模
様
が
入
っ
て
い
る
。
流
水
模
様
の
水
紋
は
黄

色
あ
る
い
は
金
色
で
描
か
れ
、
青
色
と
黄
色
を
基
調
と
し
た
着
物
で
あ
る
。
ま
た
、
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両
胸
元
と
袖
に
丸
に
上
が
り
藤
の
家
紋
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
つ
紋
の
格
式

高
い
着
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
出
来
る
。
女
性
は
﹁
衣
が
え
﹂
と
書
か
れ
た
版
本
を

手
に
長
椅
子
に
腰
掛
け
、
わ
ず
か
に
微
笑
ん
だ
表
情
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。
髪
を

大
き
く
結
い
上
げ
、
右
手
に
は
指
輪
を
付
け
て
お
り
、
派
手
な
装
い
で
着
飾
っ
て
い

る
。
画
面
上
半
分
は
壁
紙
が
占
め
、
黄
色
の
背
景
に
夾
竹
桃
の
よ
う
な
桃
色
の
花
模

様
が
描
か
れ
て
い
る
。
黄
色
、
あ
る
い
は
金
色
の
背
景
に
植
物
を
配
す
の
は
、︽
孔

雀
と
印
度
女
︾
で
も
見
ら
れ
る
特
徴
だ
が
、︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
で
植
物
が
写
実
的

に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、︽
此
美
人
︾
で
は
枝
、
葉
、
花
、
共
に
太
い
輪
郭
線

で
描
か
れ
て
い
る
。
着
物
や
帯
、
壁
紙
の
ほ
か
に
、
長
椅
子
の
背
も
た
れ
に
も
図
案

化
さ
れ
た
花
が
描
か
れ
、
植
物
を
用
い
た
装
飾
図
案
に
五
葉
の
関
心
が
向
い
て
い
た

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

三　

无
声
会
へ
の
出
品

︽
此
美
人
︾
発
表
の
翌
年
、
一
九
一
二
年
に
五
葉
は
︽
黄
薔
薇
︾
を
无
声
会
一
二

回
展
に
出
品
し
、﹃
絵
画
叢
誌
﹄︵
雄
松
堂
、
第
三
〇
四
号
、
一
九
一
二
年
︶
に
コ
ロ

タ
イ
プ
で
図
版
が
掲
載
さ
れ
た11
。
五
葉
は
こ
の
ほ
か
︽
美
し
い
鳥
︾︵
一
九
一
二

年
、
絹
本
着
色
、
一
二
二
・
五
×
五
〇
・
五
セ
ン
チ
、
個
人
蔵
︶︵
図
八
︶、︽
泰
山

木
︾、︽
湖
畔
︾、︽
七
面
鳥
︾、︽
耶
馬
溪
を
過
ぎ
て
︾
の
合
計
六
作
品
を
出
品
し
た11
。

こ
こ
で
は
五
葉
が
な
ぜ
无
声
会
に
出
品
し
た
の
か
に
注
目
す
る
。

无
声
会
は
一
九
〇
〇
年
に
福
井
江
亭
、
島
崎
柳
塢
、
結
城
素
明
、
渡
辺
香
涯
、
大

森
敬
堂
、
平
福
百
穂
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
年
後
に
合
流
し
た
洋
画

家
・
石
井
柏
亭
を
合
わ
せ
て
七
人
で
活
動
を
始
め
た
自
然
主
義
を
標
榜
す
る
美
術
団

体
だ
っ
た
。
五
葉
は
洋
画
家
な
の
か
日
本
画
家
な
の
か
、
立
ち
位
置
を
明
確
に
分
類

す
る
の
は
難
し
い
画
家
だ
が
、
无
声
会
に
は
そ
の
よ
う
な
画
家
が
多
く
い
た
。
設
立

し
た
メ
ン
バ
ー
も
然
り
で
あ
る
。
福
井
江
亭
は
洋
画
と
南
画
を
学
ん
だ
後
に
川
端
玉

章
に
師
事
し
た
日
本
画
家
で
、
島
崎
柳
塢
は
は
じ
め
桜
井
久
に
洋
画
を
、
後
に
竹
本

石
亭
に
南
画
を
学
ん
だ
後
、
松
本
楓
湖
、
川
端
玉
章
に
師
事
し
た
。
結
城
素
明
は
川

端
玉
章
に
学
ん
だ
後
に
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
に
入
学
し
た
人
物
で
、
石
井
柏
亭

は
洋
画
家
・
浅
井
忠
の
下
で
油
絵
を
学
び
、
東
京
美
術
学
校
で
は
洋
画
科
に
学
ん

だ
。
柏
亭
以
外
は
皆
、
川
端
玉
章
の
門
下
で
あ
る
。

五
葉
は
﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
で
素
明
に
つ
い
て
﹁
装
飾
的
絵
画
の
研
究
が
窺
が
わ

れ
る
﹂
作
家
で
あ
る
と
言
及
し
、
彼
の
作
品
の
装
飾
性
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
さ
ら
に
、
五
葉
は
結
城
素
明
、
石
井
柏
亭
、
平
福
百
穂
ら
と
は
一
九
〇
七
年

の
日
本
装
飾
美
術
会
企
画
時
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
り
、
装
飾
芸
術
に
関
心
を
向
け

て
い
た
五
葉
が
、
以
前
か
ら
の
知
り
合
い
が
発
起
人
と
し
て
携
わ
っ
て
い
る
无
声
会

に
参
加
す
る
の
は
時
間
の
問
題
だ
っ
た
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

︽
此
美
人
︾
に
つ
い
て
言
及
す
る
前
に
无
声
会
に
つ
い
て
述
べ
る
。
標
榜
し
た
自

然
主
義
に
関
し
て
は
、
无
声
会
創
立
時
の
会
旨
や
、
会
規
で
趣
旨
を
確
認
出
来
る
。

以
下
は
﹃
読
売
新
聞
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
无
声
会　

会
旨
﹂
及
び
﹁
会
規11
﹂
の
抜
粋

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

会
旨

 

无
声
会
は　

大
、
百
千
を
以
て
喜
ぶ
が
如
き
、
他
の
画
会
の
轍
を
踏
ま
ず
、
偏
に

期
図
会
同
じ
き
者
を
以
て
集
ま
れ
り
。
こ
れ
吾
徒
が
、
数
未
だ
十
指
に
充
た
ず
と

雖
も
其
主
義
的
確
、
其
旗
幟
鮮
明
、
い
で
て
衆
凡
を
抽
か
ん
の
慨
あ
る
所
以
と

す
。
そ
れ
が
旗
幟
何
ぞ
、
曰
は
く
自
然
主
義
こ
れ
な
り
。

会
規

一　

本
会
を
、
无
声
会
と
称
す

一　

本
会
は
、
自
然
主
義
を
綱
領
と
す
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一 　

本
会
は
、
そ
の
主
義
を
同
ふ
し
、
且
つ
会
員
全
員
の
許
諾
を
得
る
者
に
非
ざ

れ
ば
入
会
を
許
さ
ず

一　

本
会
は
事
務
所
を
本
所　

向
島
須
崎
町
七
十
四
番
地
に
置
く

一　

本
会
は
会
長
等
を
置
か
ず

一 　

本
会
員
は
常
に
自
然
の
研
究
に
つ
く
し
、
そ
の
実
数
を
挙
ぐ
る
に
つ
と
む
。

ま
た
便
に
従
ひ
て
展
覧
会
を
開
き
、
其
成
績
を
公
に
す
べ
し

会
旨
で
は
他
の
画
会
の
轍
を
踏
ま
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
他
の
美
術
団
体
と
は
違
う
道

を
い
く
こ
と
が
、
た
と
え
会
員
が
ま
だ
一
〇
の
指
に
も
満
た
な
い
人
数
で
あ
っ
て
も

そ
の
主
義
を
的
確
に
、
そ
の
旗
幟
を
鮮
明
に
把
握
し
、
大
衆
か
ら
抜
き
ん
で
て
い
る

理
由
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
旗
幟
と
は
﹁
自
然
主
義
﹂
で
あ
る
と
掲
げ
て
い
る
。
会

規
の
中
で
は
二
箇
所
で
﹁
自
然
﹂
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
一
項
目
目

﹁
本
会
は
、
自
然
主
義
を
綱
領
と
す
﹂
と
い
う
点
、
つ
ま
り
自
然
主
義
を
会
の
方
針

と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
五
項
目
目
の
﹁
本
会
員
は
常
に
自
然
の

研
究
に
つ
く
し
﹂
と
い
う
点
で
あ
る
。
自
然
に
忠
実
に
、
つ
ま
り
写
実
性
を
良
し
と

す
る
と
い
う
会
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
无
声
会
の
自
然
主
義
は
一

八
九
八
年
に
橋
本
雅
邦
、
岡
倉
天
心
ら
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
日
本
美
術
院
の
理
想
主

義
と
は
反
対
の
立
場
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
日
本
美
術
院
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ

ロ
サ
の
教
え
に
深
く
感
銘
を
受
け
た
岡
倉
天
心
︵
覚
三
︶
が
東
京
美
術
学
校
を
解
任

さ
せ
ら
れ
た
後
、
橋
本
雅
邦
ら
と
共
に
結
成
し
た
美
術
団
体
で
、
モ
チ
ー
フ
と
し
て

は
国
粋
主
義
に
基
づ
く
理
想
画
を
軸
と
し
、
技
法
と
し
て
は
西
洋
美
術
を
取
り
入

れ
、
新
し
い
日
本
画
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
岡
倉
天
心
が

東
京
美
術
学
校
を
去
る
際
、
当
初
天
心
と
共
に
辞
す
る
意
思
を
示
し
て
い
た
玉
章
が

結
局
東
京
美
術
学
校
に
留
ま
っ
た
こ
と
で
、
玉
章
の
門
下
生
の
画
界
で
の
立
場
が
微

妙
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
が
尾
を
引
い
た
こ
と
で
天
心
ら
の
日
本
美
術
院
と
対
峙
す

る
形
で
无
声
会
が
創
設
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
も
あ
る11
。

し
か
し
无
声
会
は
一
九
〇
七
年
に
は
図
案
を
公
募
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
一
〇

年
に
は
﹁
新
装
飾
芸
術
の
開
拓
﹂
を
掲
げ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
の
无
声
会
は
墨
色

の
濃
淡
を
重
視
す
る
第
一
派
で
は
な
く
、
第
三
派
の
﹁
墨
色
筆
法
と
い
う
こ
と
を
技

術
上
の
要
点
と
せ
ず
に
、
他
の
新
し
い
研
究
法
で
絵
を
作
る
画
派
﹂
で
あ
る
要
素
の

方
が
強
い
よ
う
に
思
え
る
。

そ
し
て
五
葉
が
参
加
し
た
一
九
一
二
年
の
无
声
会
に
つ
い
て
は
、
既
に
自
然
主
義

よ
り
装
飾
芸
術
に
重
き
を
置
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ11
、
五
葉
が
无
声
会
出
品
を
考
え

た
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
无
声
会
第
一
二
回
展
の
展
覧
会
評
で

も
、﹁
装
飾
画
と
半
切
画
を
主
な
る
も
の
と
し
、
図
案
あ
り
、
油
絵
あ
り
、
玻
璃
版

画
あ
り13
﹂、﹁
半
切
画
を
主
と
し
て
、
そ
の
他
に
焼
絵
、
油
絵
又
は
団
扇
、
手
箱
な
ど

を
材
料
と
し
た
種
々
の
装
飾
画
及
び
図
案
等
で
あ
る
、14
﹂
と
出
品
作
品
が
多
岐
に
渡

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
の
出
品
カ
タ
ロ
グ
は
現
時
点
で
は
そ
の
存

在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、﹃
読
売
新
聞
﹄
の
記
事
に
は
、
五
葉
以
外
に
結
城
素

明
、
石
井
柏
亭
、
福
井
江
亭
、
渡
辺
香
涯
、
島
崎
柳
塢
、
小
杉
未
醒
、
平
福
百
穂
、

橋
本
邦
助
、
森
山
恒
友
、
杉
浦
非
水
、
名
取
春
仙
、
川
端
龍
子
、
小
川
千
甕
が
出
品

し
て
い
る
と
記
載
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
﹃
都
新
聞
﹄
の
記
事
に
は
出
口
清
次
郎
の
名
前

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
橋
本
邦
助
、
杉
浦
非
水
、
小
川
千

甕
、
小
杉
未
醒
は
こ
の
第
一
二
回
展
が
初
め
て
の
出
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る15
。

前
述
し
た
通
り
、
こ
の
无
声
会
第
一
二
回
展
に
五
葉
は
六
作
品
を
出
品
し
た
。
そ

の
う
ち
、
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
︽
黄
薔
薇
︾︵
図
五
︶
で
あ
る
。
一
九
一
一
年

の
︽
此
美
人
︾
以
降
、
五
葉
が
展
覧
会
出
品
を
意
識
し
て
制
作
し
た
作
品
と
し
て
、

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

︽
黄
薔
薇
︾
は
絹
本
着
色
軸
装
の
作
品
で
、
黄
色
い
空
を
背
景
に
和
服
姿
の
二
人
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の
女
性
が
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
画
面
向
か
っ
て
右
側
の
女
性
は
、
髪
を
結
い
上

げ
大
き
な
青
い
リ
ボ
ン
を
付
け
て
い
る
。
画
面
の
右
半
分
を
占
め
る
よ
う
に
全
身
が

描
か
れ
、
左
手
で
画
面
上
部
か
ら
た
わ
む
枝
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
枝
の
曲
線
と
、

画
面
向
か
っ
て
右
手
前
か
ら
左
奥
に
伸
び
る
道
は
ど
ち
ら
も
半
円
を
描
く
よ
う
な
ゆ

る
や
か
な
弧
を
描
き
、
画
面
に
統
一
感
を
も
た
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
画

面
向
か
っ
て
左
下
の
女
性
も
青
い
着
物
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
こ
の
女
性
の
頭
に
は

髪
飾
り
ら
し
き
も
の
は
確
認
出
来
な
い
が
、
彼
女
の
後
ろ
に
あ
る
朱
色
の
葉
が
髪
飾

り
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
右
手
を
黄
色
い
薔
薇
に
添
え
て
お
り
、
中
指
と
薬
指

に
は
指
輪
を
つ
け
て
い
る
。
画
面
全
体
を
覆
う
緑
色
の
地
面
に
は
草
花
が
模
様
の
よ

う
に
平
面
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
道
の
傍
ら
に
は
白
兎
が
一
羽
、
画
面
中
央
で
生
い

茂
る
草
叢
に
は
大
き
な
花
び
ら
の
赤
い
花
が
咲
き
、
画
面
上
部
の
枝
に
は
朱
色
と
緑

色
の
羽
を
も
つ
鳥
が
二
羽
止
ま
っ
て
い
る
。
画
面
全
体
に
花
と
葉
が
鮮
や
か
に
描
き

こ
ま
れ
、
さ
ら
に
女
性
が
身
に
付
け
て
い
る
被
布
の
よ
う
な
も
の
に
も
蝶
と
花
の
模

様
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
画
面
奥
へ
と
続
く
道
で
若
干
の
奥
行
き
は
感
じ
ら
れ
る

も
の
の
、
平
面
的
に
描
か
れ
た
背
景
は
女
性
二
人
の
背
後
に
掛
け
ら
れ
た
幕
の
よ
う

に
思
え
る
。
ま
た
、
黄
色
あ
る
い
は
金
色
の
背
景
が
描
か
れ
て
い
る
点
、
そ
れ
を
背

景
に
女
性
と
植
物
が
主
題
で
あ
る
点
は
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾、︽
此
美
人
︾
で
も
確
認

で
き
る
特
徴
で
あ
る
。
表
具
も
お
そ
ら
く
五
葉
が
作
品
を
制
作
し
た
当
時
の
ま
ま
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
画
面
向
か
っ
て
右
の
女
性
の
被
布
と
同
じ
く
濃
い
紫
色

の
地
に
花
と
扇
の
刺
繍
を
し
た
着
物
の
生
地
が
使
わ
れ
て
お
り
、
画
面
と
の
調
和

性
、
統
一
性
を
意
識
し
た
の
だ
ろ
う
。

︽
黄
薔
薇
︾
の
当
時
の
評
価
と
し
て
、
筆
者
不
明
﹁
无
声
会
展
覧
会
印
象
記16
﹂
で

は
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。︽
耶
馬
溪
を
過
ぎ
て
︾、︽
黄
薔
薇
︾、︽
美
し
い

鳥
︾
の
ほ
か
、
現
在
所
在
不
明
の
︽
七
面
鳥
︾
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。
以
下
に

引
用
す
る
。

 　

同
氏
の
﹃
黄
薔
薇
﹄﹃
七
面
鳥
﹄﹃
美
し
い
鳥
﹄
は
氏
の
特
色
を
極
度
に
ま
で
発

揮
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
記
者
の
目
を
最
も
喜
ば
せ
た
。﹃
黄
薔
薇
﹄
は
現
代
の

女
性
を
濃
厚
な
る
色
彩
を
以
て
刺
激
的
に
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
色

彩
の
濃
厚
さ
は
殆
ど
日
本
画
と
し
て
の
最
上
級
に
位
す
べ
き
も
の
か
、
寧
ろ
や
や

そ
の
強
烈
の
色
彩
に
悪
感
を
催
す
程
で
あ
る
。︵
中
略
︶﹃
七
面
鳥
﹄
は
屏
風
に
描

い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
絢
爛
無
比
誇
張
的
の
色
調
で
は
あ
る
が
、
現
実
味
に
や
や

離
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
却
っ
て
﹃
黄
薔
薇
﹄
に
比
較
す
る
と
成
功
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
現
実
味
よ
り
離
れ
た
る
高
圧
的
の
色
彩
が
七
面
鳥
と

い
ふ
奇
怪
な
る
動
物
を
描
く
の
に
適
し
て
い
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。︵
中
略
︶

﹃
美
し
き
鳥
﹄
は
︵
中
略
︶
氏
一
流
の
絢
爛
た
る
色
彩
を
使
っ
て
描
い
て
あ
る
が

中
に
も
、
何
ん
と
な
く
可
笑
味
の
含
っ
て
い
る
の
が
此
の
絵
の
生
命
で
あ
る
。
思

想
を
描
か
ん
と
し
た
も
の
で
は
無
く
ど
こ
ま
で
も
色
彩
の
み
に
て
人
目
を
奪
は
ん

と
す
る
所
も
此
の
絵
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
記
事
で
は
、︽
黄
薔
薇
︾
は
現
代
の
女
性
を
濃
厚
な
色
彩
で
刺
激
的
に
描

き
、︽
七
面
鳥
︾
の
﹁
高
圧
的
の
色
彩
﹂
は
よ
り
成
功
し
た
も
の
だ
と
し
、︽
美
し
き

鳥
︾
は
﹁
絢
爛
た
る
色
彩
﹂
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
人
目
を
引
き
つ
け
よ
う
と
し
た
の

だ
ろ
う
と
評
価
し
て
い
る
。︽
黄
薔
薇
︾、︽
七
面
鳥
︾、︽
美
し
き
鳥
︾、
い
ず
れ
の
作

品
も
良
い
評
価
を
得
て
お
り
、
濃
厚
な
色
彩
は
五
葉
の
特
色
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
翌
年
、
一
九
一
三
年
の
无
声
会
一
三
回
展
に
出
品
し
た
︽
ペ
リ
カ
ン
︾︵
一

九
一
三
年
、
紙
本
金
地
着
色
、
二
曲
一
隻
、
七
六
・
〇
×
一
八
二
・
〇
セ
ン
チ
、
個

人
蔵
︶︵
図
九
︶
は
紙
本
金
地
着
色
の
二
曲
一
隻
の
屏
風
で
あ
る
。
金
地
を
背
景

に
、
ペ
リ
カ
ン
が
右
扇
に
二
羽
、
左
扇
に
一
羽
、
そ
れ
ぞ
れ
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
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る
。
表
具
部
分
は
描
き
表
装
に
な
っ
て
お
り
、
紺
地
の
四
辺
に
水
辺
に
関
連
す
る
モ

チ
ー
フ
が
平
面
的
に
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
。
縦
の
列
に
は
睡
蓮
の
花
と
つ
ぼ

み
、
葉
、
蜻
蛉
が
、
横
の
列
に
は
朱
色
の
魚
、
青
色
の
魚
、
睡
蓮
の
つ
ぼ
み
が
そ
れ

ぞ
れ
規
則
正
し
く
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
縦
横
い
ず
れ
も
、
屏
風
の
右
扇
と
左

扇
で
左
右
対
称
に
な
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
五
葉
は
︽
黄
薔
薇
︾
に
お
い
て

画
中
の
女
性
の
被
布
の
模
様
と
類
似
し
た
生
地
を
表
具
に
用
い
て
、
画
面
と
表
装
の

一
体
化
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
。︽
ペ
リ
カ
ン
︾
の
表
具
も
、
描
き
表
装
に
す
る

こ
と
で
、
表
具
と
絵
画
の
調
和
や
関
連
付
け
を
意
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
金
地
と

紺
地
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
、
紺
地
に
描
か
れ
た
魚
た
ち
の
配
色
な
ど
、
こ
れ
ら

に
も
、
五
葉
の
特
色
で
あ
る
濃
厚
な
色
彩
、
強
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
確
認
出
来

る
。
濃
厚
な
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
、
写
実
と
平
面
で
構
成
さ
れ
た
五
葉
の
作
品

か
ら
は
、
装
幀
作
品
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
後
ほ
ど
詳
し
く

述
べ
る
。
五
葉
自
身
は
、︽
ペ
リ
カ
ン
︾
出
品
か
ら
半
年
後
、
一
九
一
四
年
に
﹃
新

美
術
﹄
の
﹁
歳
頭
所
感
﹂
で
﹁
洋
画
な
り
、
日
本
画
な
り
、
完
全
に
自
己
の
画
を
創

る
の
に
は
ま
だ
ま
だ
努
力
も
研
究
も
要
る
こ
と
で
せ
う
。
日
本
画
が
粉
本
離
れ
がマ
マ

し

て
、
洋
画
が
西
洋
か
ぶ
れ
を
脱
す
る
ま
で
に
は
多
く
の
年
月
を
要
す
る
こ
と
で
せ

う
。
せ
め
て
僕
一
個
と
し
て
も
、
成
不
成
の
奈
可
を
問
は
ず
、
此
の
考
を
頭
に
お
い

て
自
己
の
画
が
描
き
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。11
﹂
と
述
べ
て
お
り
、
日
本
画
と
も
西

洋
画
と
も
違
う
自
分
の
画
風
を
模
索
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
が
油
絵
を

二
枚
折
衝
立
屏
風
に
仕
立
て
た
も
の
、︽
此
美
人
︾
は
石
版
刷
り
の
ポ
ス
タ
ー
、︽
黄

薔
薇
︾
は
絹
本
着
色
の
掛
け
軸
、︽
ペ
リ
カ
ン
︾
は
紙
本
の
屏
風
と
、
作
品
の
画
材

や
技
法
は
多
岐
に
渡
る
。
作
品
様
式
は
様
々
で
あ
る
が
、
黄
色
あ
る
い
は
金
色
の
背

景
に
植
物
を
装
飾
的
に
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
室
内
装
飾
と
し
て
の
要
素

を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。︽
孔
雀
と
印
度
女
︾、︽
黄
薔
薇
︾、︽
ペ
リ

カ
ン
︾
は
、
絵
画
と
し
て
の
画
面
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
囲
む
表
具
も
作
品
の
う

ち
と
考
え
意
識
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
画
面

と
の
関
連
付
け
や
、
画
面
と
表
具
の
色
彩
の
対
比
は
五
葉
の
特
徴
と
言
う
こ
と
が
で

き
、
そ
の
特
色
は
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。﹁
現
今
の
日
本

画
﹂
の
執
筆
は
一
九
〇
九
年
の
秋
以
降
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
四
作
品
の
中
で
は
︽
孔

雀
と
印
度
女
︾
と
︽
此
美
人
︾
の
制
作
期
間
の
間
に
位
置
す
る
。
五
葉
は
﹁
現
今
の

日
本
画
﹂
の
中
で
﹁
日
本
画
﹂
を
三
派
に
分
類
し
、
絵
画
の
﹁
研
究
﹂
が
進
む
に
つ

れ
描
線
が
し
っ
か
り
と
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
墨
色
以
外
の
色
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
描
線
が
明
確
に
な
り
色
彩
豊
か
に
表
現
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
五
葉
の
作
品
で
も
確
か
に
確
認
出
来

る
。

四　
「
表
装
」
と
し
て
の
装
幀

五
葉
は
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
一
八
年
及
び
一
九
二
〇
年
ま
で
装
幀
を
手
が
け
て

い
た
が
、
初
期
は
夏
目
漱
石
の
作
品
が
主
で
あ
り
、
出
版
社
も
大
倉
書
店
、
服
部
書

店
が
大
半
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
〇
八
年
頃
か
ら
漱
石
作
品
以
外
の
装
幀
も
多
く

手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
仕
事
を
依
頼
さ
れ
る
出
版
社
も
増
え
た
。
籾

山
書
店
の
﹁
胡
蝶
本
叢
書
﹂
と
、
有
朋
堂
書
店
の
﹁
有
朋
堂
文
庫
第
一
輯
﹂﹁
有
朋

堂
文
庫
第
二
輯
﹂
な
ど
、
叢
書
の
装
幀
を
手
が
け
た
の
も
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
一

二
年
の
間
で
あ
る
。
装
幀
作
品
の
数
、
扱
う
作
家
や
出
版
社
の
数
か
ら
見
て
、
五
葉

の
装
幀
に
関
す
る
活
動
は
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
四
年
頃
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
四
年
間
で
五
葉
が
装
幀
を
手
が
け
た
作
品
数
は
七
八
作
品
︵
内

訳
は
一
九
一
一
年
が
三
七
作
品
、
一
九
一
二
年
が
八
作
品
、
一
九
一
三
年
が
一
三
作

品
、
一
九
一
四
年
が
一
〇
作
品
︶
で
あ
る11
。

こ
の
こ
ろ
、
五
葉
は
装
幀
に
関
す
る
文
章
を
二
つ
発
表
し
た
。
一
つ
は
一
九
一
三
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年
三
月
に
﹃
美
術
新
報
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
思
ひ
出
し
た
事
ど
も11
﹂、
も
う
一
つ
は

一
九
一
三
年
九
月
に
﹃
時
事
新
報
﹄
の
﹁
文
藝
﹂
欄
で
の
全
四
回
に
渡
る
連
載
、

﹁
秋
の
書
斎
を
飾
る
可
き
表
装
の
数

3々1
﹂
で
あ
る
。﹁
秋
の
書
斎
を
飾
る
可
き
表
装
の

数
々
﹂
は
岩
切
信
一
郎
氏
が
﹁
橋
口
五
葉
の
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
秋
の
装
幀
自

評
︱
﹃
時
事
新
報
﹄
連
載
か
ら
︱
﹂
で
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る31
。

﹃
美
術
新
報
﹄
の
﹁
特
集　

装
釘
に
つ
い
て
﹂
は
、
序
文
と
し
て
坂
井
犀
水
が
こ

の
特
集
を
組
む
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
坂
井
に
よ
る
と
、
一
般
社

会
の
読
書
熱
、
出
版
物
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、﹁
日
常
生
活
に
於
て
、
簡
易
な
方
法

で
美
慾
と
知
識
慾
を
満
足
さ
せ
た
い
﹂
と
い
う
需
要
が
出
て
き
て
、
装
幀
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
。
日
本
は
欧
米
の
よ
う
に
専
門
の
装
幀
家
が
い
る
ほ
ど
分
業
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
装
幀
に
お
け
る
経
験
者
・
考
案
家
も
多
く
、
そ
の
作
品
に
も
趣
味
が

あ
り
適
切
な
も
の
も
少
な
く
な
い
た
め
、
装
幀
に
お
け
る
大
家
と
文
壇
名
流
の
談
話

を
集
め
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
葉
以
外
に
文
章
を
寄
せ
た
の
は
、
和

田
英
作
、
中
澤
弘
光
、
島
崎
藤
村
、
長
原
孝
太
郎
、
水
野
葉
舟
、
橋
本
邦
助
、
平
福

百
穂
、
相
馬
御
風
、
吉
江
孤
雁
、
徳
田
秋
馨
の
一
〇
人
で
あ
る
。

五
葉
は
﹁
思
ひ
出
し
た
事
ど
も
﹂
で
、
単
行
本
と
雑
誌
の
表
紙
の
特
性
の
違
い
を

述
べ
て
い
る
。
雑
誌
の
表
紙
は
平
面
的
に
見
る
こ
と
が
多
い
か
ら
﹁
普
通
の
画
﹂
の

よ
う
に
一
枚
の
画
面
と
し
て
写
実
的
︵
写
生
︶
に
描
い
て
も
良
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
単
行
本
に
関
し
て
は
、﹁
平
面
的
に
見
る
事
が
無
く
表
背
裏
と
云
う
様

に
、
三
面
を
た
ど
っ
て
見
る
事
に
な
る
、
殊
に
叢
書
の
如
き
は
背
ば
か
り
列
挙
べ
て

見
る
場
合
が
多
い
﹂、﹁
立
体
的
に
見
な
く
て
は
な
ら
ぬ
故
に
、
写
生
風
の
画
で
は
普

通
だ
、
装
飾
の
形
式
を
取
た
画
か
模
様
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
﹂、
と
述
べ
た
上
で
、

﹁
殊
に
叢
書
の
装
幀
は
室
内
装
飾
と
云
う
事
が
本
位
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
単
行
本
は
表
紙
・
背
表
紙
・
裏
表
紙
を
繋
げ
て
み
る
・
考
え
る
こ
と
が
多
い

上
、
特
に
シ
リ
ー
ズ
も
の
の
場
合
は
背
を
並
べ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の

だ
か
ら
、
室
内
装
飾
と
い
う
こ
と
が
本
位
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
装
幀
も
装
飾
の
形

式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
面
一
続
き
と
し
て
装
幀
を
施
し
た
も

の
と
し
て
は
、
泉
鏡
花
の
﹃
乗
合
船
﹄︵
表
紙
刷
り
見
本
、
春
陽
堂
、
一
九
一
三

年
︶︵
図
一
〇
︶、︵
春
陽
堂
、
一
九
一
三
年
︶︵
図
一
一
︶
が
例
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
作
品
は
本
を
閉
じ
た
状
態
で
は
単
な
る
黄
色
い
背
表
紙
だ
が
、
本
を
開
い

た
際
に
背
表
紙
は
川
に
架
か
る
橋
の
支
柱
に
な
る
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
五
葉
は
、﹁
製
本
装
幀
の
最
も
美
術
的
な
る
物
は
、
装
幀
家
が
材
料
に

支
配
さ
れ
ず
に
、
む
し
ろ
材
料
を
善
用
し
て
そ
の
芸
術
的
目
的
を
よ
く
表
現
し
た

物
﹂
に
あ
り
、
装
幀
に
よ
っ
て
﹁
自
己
の
芸
術
を
表
現
す
る
事
が
、
自
分
に
最
も
便

利
な
表
現
法
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
材
料
に
支
配
さ
れ
ず
に
、
画
家
が
自
己
の

芸
術
を
表
現
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
葉
は
自
分
の
趣

味
感
情
を
表
現
出
来
る
の
は
装
幀
だ
っ
た
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
文
学
作
品
を
例
に
、
本
文
に
は
著
者
の
個
人
的
感
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
の
だ
か
ら
、
装
幀
も
装
幀
を
手
が
け
る
作
家
の
個
人
的
な
感
情
を
表
現
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。﹁
装
飾
的
の
形
式
に
依
っ
て
自
己
の
芸
術
を

表
現
す
る
事
﹂、﹁
作
家
の
個
人
的
の
感
じ
を
表
現
﹂
す
る
こ
と
、
ど
ち
ら
も
﹁
現
今

の
日
本
画
﹂
の
中
で
五
葉
が
述
べ
て
い
た
、﹁
作
家
の
趣
味
感
情
に
依
っ
て
技
術
を

自
由
に
使
用
す
る
﹂
こ
と
、﹁
趣
味
感
情
を
現
す
上
に
、
技
術
の
一
致
が
大
事
で
あ

る
。
か
く
し
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
作
品
は
出
来
る
﹂
と
い
う
論
と
通
じ
て
い

る
。材

料
に
関
し
て
は
、﹃
時
事
新
報
﹄
の
﹁
秋
の
書
斎
を
飾
る
可
き
表
装
の
数
々
﹂

で
五
葉
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
よ
り
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
五
葉

が
装
幀
を
指
す
言
葉
と
し
て
﹁
表
装
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

岩
切
氏
も
﹁
橋
口
五
葉
の
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
秋
の
装
幀
自
評
︱
﹃
時
事
新

報
﹄
連
載
か
ら
︱31
﹂
の
中
で
﹁
彼
ら
し
い
タ
イ
ト
ル
だ
。
装
幀
し
た
本
が
本
棚
に
並
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ん
だ
場
合
を
考
え
、
室
内
装
飾
︵
イ
ン
テ
リ
ア
︶
の
観
点
で
考
え
た
い
と
語
っ
て
い

る
だ
け
に
、
有
り
う
る
題
名
な
の
だ
。
ま
た
装
幀
の
こ
と
を
﹁
表
装
﹂
と
い
っ
て
い

る
の
も
未
だ
専
門
家
ら
し
い
人
の
い
な
い
時
代
だ
け
に
、﹁
表
装
﹂
も
有
り
う
る
表

現
だ
﹂
と
言
及
し
て
い
る
。
五
葉
は
タ
イ
ト
ル
の
ほ
か
、
全
四
回
の
連
載
の
う
ち
四

つ
の
話
題
、
七
箇
所
で
﹁
表
装
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
。
連
載
第
一
回
で

は
、﹁
表
装
﹂
と
一
言
で
言
っ
て
も
、
画
家
や
図
案
家
な
ど
装
幀
を
手
が
け
る
者
の

技
量
の
ほ
か
に
、
製
本
屋
や
版
屋
の
技
量
も
関
係
し
て
き
て
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
あ
る
と
述
べ
、
第
三
回
で
は
、
味
の
あ
る
﹁
表
装
﹂
を
作
る
た
め
に
は
、
本
屋
が

装
幀
を
手
が
け
る
者
の
注
文
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
材
料
を
十
分
に
用
意
し

て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
表
紙
と
見
返
し
を
分
業
し

複
数
の
画
家
に
手
が
け
さ
せ
る
よ
う
で
は
、
調
和
の
取
れ
た
本
は
で
き
な
い
と
し
、

本
屋
と
画
家
と
の
間
に
意
思
疎
通
が
な
い
と
﹁
表
装
﹂
は
う
ま
く
出
来
な
い
と
述
べ

て
い
る
。
連
載
第
四
回
で
は
不
調
和
な
﹁
表
装
﹂
と
し
て
漢
文
書
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
。
ク
ロ
ス33
を
使
い
現
代
式
で
立
派
な
表
紙
な
の
に
、
中
を
開
く
と
旧
式
の
題
字
を

使
っ
て
い
る
点
な
ど
が
、
五
葉
は
不
調
和
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し

て
、﹁
表
装
﹂
の
専
門
家
が
い
な
い
こ
と
を
﹁
現
今
の
表
装
界
の
一
大
欠
陥
で
あ

る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
画
家
に
頼
む
と
絵
に
な
り
す
ぎ
、
図
案
家
に
頼
む
と
模
様
に

な
り
す
ぎ
、
五
葉
自
身
も
模
様
と
人
物
と
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
や
、
花
を
写
生
し
そ

れ
を
幾
何
学
的
な
模
様
に
す
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。﹁
模
様

と
人
物
画
と
を
調
和
さ
せ
る
事
や
、
写
生
か
ら
出
発
し
て
花
の
模
様
を
幾
何
学
的
に

く
ず
﹂
す
こ
と
は
、
絵
画
作
品
で
も
見
ら
れ
る
五
葉
の
特
徴
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

︽
孔
雀
と
印
度
女
︾︵
図
二
︶
に
描
か
れ
て
い
る
椅
子
の
レ
リ
ー
フ
や
、︽
此
美
人
︾

︵
図
四
︶
の
椅
子
の
背
も
た
れ
の
花
模
様
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
色

彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
い
点
、﹁
表
装
﹂
を
意
識
し
て
い
た
点
を
五
葉
の
絵
画
作

品
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
後
述
す
る
よ
う
に
装
幀
作
品
で
も
見
ら
れ

る
特
徴
で
あ
る
。

五
葉
が
装
幀
を
手
が
け
た
最
初
の
作
品
で
あ
る
夏
目
漱
石
著
﹃
吾
輩
は
猫
で
あ

る
﹄
上
篇
︵
服
部
書
店
、
一
九
〇
五
年
︶︵
図
一
︶
に
つ
い
て
で
あ
る
。
表
紙
に
描

か
れ
た
猫
の
顔
を
も
つ
半
獣
の
よ
う
な
人
物
の
背
景
に
は
、
鼠
と
魚
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
鼠
は
背
を
丸
め
、
そ
れ
に
沿
う
よ
う
に
魚
が
描
か
れ
、
そ
れ
を
一
組
と
し
て

曲
線
が
交
互
に
な
る
よ
う
に
お
よ
そ
三
〇
組
の
魚
と
鼠
が
縦
横
に
並
べ
ら
れ
て
い

る
。
鼠
と
魚
が
持
つ
体
の
曲
線
を
効
果
的
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
猫
が
主
人

公
で
あ
り
、
魚
と
鼠
は
両
方
と
も
猫
が
好
む
も
の
で
あ
る
。
小
説
の
本
文
を
画
面
と

し
、
装
幀
を
表
具
と
考
え
る
と
、
絵
画
作
品
同
様
画
面
と
表
具
の
一
体
化
の
例
と
考

え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
い
点
を
五
葉
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
が
、
そ
れ
が
顕

著
に
見
ら
れ
る
装
幀
と
し
て
夏
目
漱
石
著
﹃
虞
美
人
草
﹄︵
春
陽
堂
、
一
九
〇
八

年
︶︵
図
一
二
︶
を
挙
げ
る
。
表
紙
・
背
表
紙
・
裏
表
紙
を
ひ
と
つ
の
画
面
と
し
て

捉
え
、
虞
美
人
草
の
花
と
画
面
中
央
を
横
断
す
る
蜻
蛉
の
背
景
、
そ
し
て
背
表
紙
上

部
の
﹁
虞
美
人
草
﹂
の
文
字
を
囲
む
枠
の
内
側
は
、
鮮
や
か
な
朱
色
で
区
切
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
蜻
蛉
が
描
か
れ
て
い
る
帯
の
よ
う
な
部
分
を
区
切
り
と
し

て
、
画
面
上
半
分
の
背
景
は
水
色
、
画
面
下
半
分
の
背
景
は
灰
色
で
刷
ら
れ
、
朱
色

の
鮮
や
か
さ
を
強
調
し
、
色
彩
の
強
い
対
比
が
見
ら
れ
る
。
花
と
葉
を
縦
列
に
並

べ
、
茎
を
曲
線
で
描
き
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
繰
り
返
す
意
匠
は
、
夏
目
漱
石
著

﹃
四
篇
﹄︵
春
陽
堂
、
一
九
一
〇
年
︶︵
図
一
三
︶、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
著
、
長
谷
川
二
葉

亭
訳
﹃
浮
草
﹄︵
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
〇
八
年
︶︵
図
一
四
︶
の
表
紙
な
ど
で
も
確
認

出
来
る
。

蜻
蛉
は
五
葉
が
装
幀
を
手
が
け
る
に
あ
た
り
何
度
も
用
い
た
モ
チ
ー
フ
で
も
あ

る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
モ
リ
エ
ー
ル
著
、
草
野
柴
二
訳
﹃
モ
リ
エ
エ
ル
全
集
﹄

︵
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
〇
八
年
︶︵
図
一
五
︶
の
見
返
し
を
挙
げ
る
。
画
面
中
央
に
睡
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蓮
の
花
が
一
輪
咲
き
、
そ
の
花
を
覆
う
よ
う
に
大
き
く
丸
い
葉
が
左
右
対
称
に
描
か

れ
て
い
る
。
茎
は
花
を
支
え
る
も
の
の
み
ま
っ
す
ぐ
伸
び
、
ほ
か
は
ゆ
る
や
か
な
曲

線
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
曲
線
は
画
面
上
部
で
蜻
蛉
の
腹
と
尾
に
繋
が
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
睡
蓮
の
葉
の
上
に
顔
を
画
面
の
外
側
に
向
け
た
蜻
蛉
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
一
組
と
し
た
も
の
が
、
前
後
上
下
に
繰
り
返
し
描
か
れ
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
睡

蓮
の
茎
あ
る
い
は
蜻
蛉
の
腹
と
尾
で
繋
が
っ
て
い
る
。
茎
の
曲
線
以
外
に
、
水
の
流

れ
を
表
現
し
た
よ
う
な
太
い
曲
線
が
画
面
を
横
断
す
る
よ
う
に
描
か
れ
、
右
側
の
頁

と
左
側
の
頁
を
一
続
き
の
も
の
に
し
て
い
る
。﹃
モ
リ
エ
エ
ル
全
集
﹄
の
見
開
き
は

背
景
は
灰
色
、
睡
蓮
と
蜻
蛉
は
黄
色
で
刷
ら
れ
、
こ
れ
も
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
い
配

色
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

﹃
モ
リ
エ
エ
ル
全
集
﹄
見
返
し
で
用
い
ら
れ
た
蜻
蛉
と
睡
蓮
の
組
み
合
わ
せ
は
、

︽
ペ
リ
カ
ン
︾︵
図
九
︶
の
表
具
部
分
で
も
確
認
出
来
る
。
ま
た
︽
ペ
リ
カ
ン
︾
の
表

具
部
分
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
魚
を
繰
り
返
し
並
べ
た
も
の
は
装
幀
で
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
夏
目
漱
石
著
﹃
行
人
﹄︵
大
倉
書
店
、
一
九
一
四

年
︶︵
図
一
六
︶
な
ど
で
あ
る
。﹃
行
人
﹄
は
背
表
紙
を
中
心
に
羊
皮
ス
エ
ー
ド
の
継

表
紙
が
貼
ら
れ34
、
模
様
は
継
表
紙
部
分
の
み
と
い
う
意
匠
で
あ
る
。
継
表
紙
の
上
部

と
下
部
に
は
︽
ペ
リ
カ
ン
︾
同
様
に
、
同
じ
形
の
魚
が
繰
り
返
し
横
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
。

カ
ラ
ス
も
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
体
の
向
き
に
差
異
は
あ

る
も
の
の
、
概
ね
同
じ
姿
で
朱
や
黒
一
色
で
平
面
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
頭

を
下
に
向
け
、
後
頭
部
か
ら
尾
ま
で
が
直
線
と
な
る
姿
勢
は
特
徴
的
で
あ
る
。
例
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
夏
目
漱
石
著
﹃
四
篇
﹄
扉
絵
︵
春
陽
堂
、
一
九
一
〇
年
︶

︵
図
一
七
︶、﹃
新
世
紀
﹄
二
巻
四
号
、
表
紙
︵
新
世
紀
社
、
一
九
一
三
年
︶︵
図
一

八
︶、
森
鴎
外
著
﹃
ち
り
ひ
ぢ
﹄︵
千
章
館
、
一
九
一
五
年
︶︵
図
一
九
︶
な
ど
で
あ

る
。

作
品
が
確
認
出
来
る
中
で
、
五
葉
の
最
初
期
の
作
品
と
い
え
る
︽
孔
雀
と
印
度

女
︾
で
描
か
れ
た
孔
雀
も
、
写
実
描
写
で
は
な
く
平
面
的
あ
る
い
は
図
案
化
さ
れ
た

描
写
で
は
あ
る
も
の
の
、
繰
り
返
し
使
わ
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、﹃
英
語
﹄
一
三
巻
一
号
、
表
紙
︵
一
九
一
一
年
、
印
刷
、
紙
︶︵
図
二

〇
︶、
森
田
草
平
著
﹃
自
叙
伝
﹄︵
春
陽
堂
、
一
九
一
一
年
︶︵
図
二
一
︶、
泉
鏡
花
著

﹃
恋
女
房
﹄︵
鳳
鳴
社
、
一
九
一
三
年
︶︵
図
二
二
︶
な
ど
で
あ
る
。
孔
雀
は
洋
の
東

西
を
問
わ
ず
、
古
く
か
ら
宗
教
に
関
連
し
た
鳥
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
モ
チ
ー
フ
だ

が
、
世
紀
末
の
頃
に
は
唯
美
主
義
な
ど
で
特
に
多
く
描
か
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
髪
を
結
い
上
げ
胸
を
露
出
さ
せ
宝
飾
品
を
身
に
つ
け
た
女
性
、
夾
竹

桃
の
花
な
ど
も
、
絵
画
作
品
と
装
幀
作
品
、
両
方
で
見
ら
れ
る
。
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
夏
目
漱
石
著
﹃
漾
虚
集
﹄
扉
︵
大
倉
書
店
、
服
部
書
店
、
一
九
〇
六
年
︶

︵
図
二
三
︶、
夏
目
漱
石
著
﹃
彼
岸
過
迄
﹄︵
春
陽
堂
、
一
九
一
三
年
︶︵
図
二
四
︶
な

ど
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾、︽
羽
衣
︾︽
此
美
人
︾、︽
黄
薔
薇
︾、︽
ペ
リ
カ

ン
︾
を
五
葉
の
代
表
的
な
絵
画
作
品
と
し
、
そ
の
特
徴
を
検
討
し
た
。
筆
者
は
そ
の

特
徴
は
明
確
な
描
線
と
、
豊
か
な
色
彩
と
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
そ
し
て
﹁
表
装
﹂

と
い
う
意
識
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
描
線
と
色
彩
に
つ
い
て
は
、
五
葉
が
残
し
た

文
章
﹁
現
今
の
日
本
画
﹂
や
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
解
説
文
草
稿
か
ら
も
五
葉
が
重
点

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
特
徴
が
装
幀
作
品
に

も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
五
葉
自
身
が
残
し
た
文
章
で
あ
る
﹁
思

ひ
出
し
た
事
ど
も
﹂、﹁
秋
の
書
斎
を
飾
る
可
き
表
装
の
数
々
﹂
を
手
が
か
り
に
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
五
葉
は
油
絵
、
屏
風
、
掛
軸
、
そ
し
て
本
の
装
幀
と
、
ど
の
作
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品
分
野
に
お
い
て
も
、
独
立
し
た
作
品
と
し
て
で
は
な
く
室
内
を
飾
る
装
飾
品
と
し

て
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
九
一
二
年
、
一
九
一
三
年
と
无
声
会
に
出
品
し
た
後
、
五
葉
の
関
心
は
浮
世
絵

研
究
に
移
っ
た
。
以
降
油
彩
画
や
日
本
画
を
描
く
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
版
画
作
品

が
大
半
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
装
幀
は
五
葉
が
生
涯
を
通
じ
て
手
が
け
る

仕
事
で
あ
る
。
今
回
は
言
及
し
た
の
は
五
葉
の
装
幀
作
品
の
う
ち
初
期
の
作
品
の
み

に
留
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
の
五
葉
の
装
幀
作
品
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
し
て
調
べ

て
い
き
た
い
。

付
記

　

本
稿
は
民
族
藝
術
学
会
第
八
十
六
回
東
京
例
会
︵
二
〇
一
八
年
六
月
十
六
日
︶
で
の
口

頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
六
人
部
昭

典
先
生
、
指
導
教
授
で
あ
る
児
島
薫
先
生
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
指
導
、
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注１ 　

岩
切
信
一
郎
編
﹁
橋
口
五
葉
年
譜
﹂﹃
生
誕
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美

術
館
、
二
〇
一
一
年
。︵
以
下
、﹃
生
誕
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄
と
略
す
︶、
一
八

四
︱
一
九
二
頁
で
は
、
内
山
一
観
の
み
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
山
西
健
夫
﹁
橋
口
五
葉

の
初
期
油
彩
画
に
つ
い
て
︱
白
馬
会
と
の
関
連
の
中
で
︱
﹂﹃
鹿
児
島
市
立
美
術
館
研

究
紀
要　

二
〇
一
四
年
度　

特
集
端
口
五
葉
﹄
鹿
児
島
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
、

五
七
︱
七
一
頁
で
は
、
平
山
東
岳
に
も
習
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

２ 　

上
野
直
昭
﹁
橋
口
五
葉
小
傳
﹂﹃
浮
世
絵
之
研
究
﹄
第
二
号
、
日
本
浮
世
絵
協
会
、

一
九
二
一
年
、
二
頁
。

３ 　

東
京
美
術
学
校
時
代
の
五
葉
の
油
彩
画
作
品
に
つ
い
て
は
、
山
西
健
夫
氏
が
﹁
橋
口

五
葉
の
初
期
油
彩
画
に
つ
い
て
︱
白
馬
会
と
の
関
連
の
中
で
︱
﹂﹃
鹿
児
島
市
立
美
術

館
研
究
紀
要　

二
〇
一
四
年
度　

特
集
端
口
五
葉
﹄
鹿
児
島
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
五

年
、
五
七
︱
七
一
頁
で
、
在
学
中
の
成
績
や
白
馬
会
へ
の
出
品
歴
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に

つ
い
て
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。

４ 　

こ
の
作
品
は
松
岡
譲
﹃
朝
日
文
化
手
帖
六
一　

漱
石
の
印
税
帳
﹄︵
朝
日
新
聞
社
、

一
九
五
五
年
、
四
頁
︶
に
よ
る
と
は
じ
め
﹁
服
部
書
店
の
発
行
で
、
後
に
大
蔵
書
店
に

引
き
取
ら
れ
た
﹂
ら
し
い
。﹃
朝
日
文
化
手
帖
六
一　

漱
石
の
印
税
帳
﹄
朝
日
新
聞
社
、

一
九
五
五
年
、
四
頁
ま
た
、
佐
渡
谷
重
信
﹁
第
四
章　

漱
石
作
品
の
装
幀
と
挿
絵
﹂

︵﹃
漱
石
と
世
紀
末
芸
術
﹄
講
談
社
、
一
九
九
四
年
、
九
六
頁
︶
に
よ
る
と
、
ま
ず
大
倉

書
店
が
出
版
の
企
画
を
出
し
、
服
部
書
店
が
出
版
業
務
と
経
営
を
行
っ
て
い
た
。

５ 　

岩
切
信
一
郎
編
﹁
橋
口
五
葉
年
譜
﹂﹃
生
誕
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄
一
八
七
頁

に
基
く
。
岩
切
氏
は
岡
畏
三
郎
﹁
橋
口
五
葉
小
伝
﹂﹃
浮
世
絵
芸
術
﹄
一
号
、
日
本
浮

世
絵
協
会
、
一
九
六
二
年
、
二
三
︱
二
七
頁
を
元
に
推
測
し
て
い
る
。
岡
氏
は
﹁
文
展

に
は
其
後
︵
引
用
者
註
：
明
治
四
十
年
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
︶、
龍
頭
か
ぶ
と

を
持
つ
女
、
裸
婦
二
人
な
ど
を
出
品
し
た
由
で
あ
る
が
、
二
度
と
も
落
選
の
憂
目
を
み

て
、
そ
の
︵
マ
マ
︶
後
は
油
絵
を
描
か
な
く
な
っ
た
﹂︵
岡
畏
三
郎
﹁
橋
口
五
葉
小
伝
﹂

﹃
浮
世
絵
芸
術
﹄
一
号
、
日
本
浮
世
絵
協
会
、
一
九
六
二
年
、
二
四
頁
︶
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
文
末
に
﹁
こ
と
に
橋
口
康
雄
氏
﹂
と
あ

る
こ
と
か
ら
こ
れ
に
基
づ
い
て
述
べ
た
可
能
性
が
あ
る
。
康
雄
氏
は
五
葉
の
長
兄
・
貢

の
長
男
で
あ
り
、
五
葉
の
甥
に
あ
た
る
。

６ 　

ア
ナ
ゴ
や
ド
ジ
ョ
ウ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
が
、
口
ひ
げ
や
背
鰭
の
有
無
、
尾
端

の
形
か
ら
ウ
ナ
ギ
と
筆
者
は
考
え
る
。
参
考　

中
坊
徹
次
﹃
日
本
産
魚
類
検
索 

全
種
の

同
定
﹄
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
。

７ 　

山
西
健
夫
編
﹁
資
料
編　
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾
解
説
書
の
草
稿
﹂﹃
生
誕
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄
一
六
四
︱
一
六
五
頁
。

８ 　
﹃
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
名
品
展
：
創
立
一
〇
〇
年
記
念
﹄
東
京
国
立
博
物
館
、
一

九
七
二
年
。
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高
崎
富
士
彦
解
説
﹃
孔
雀
明
王
像
﹄
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七
七
年
。

９ 　

西
山
純
子
﹃
橋
口
五
葉　

装
飾
へ
の
情
熱
﹄
東
京
美
術
、
二
〇
一
五
年
、
二
五
頁
。

11 　

山
西
健
夫
﹁
橋
口
五
葉
︱
画
業
前
半
期
の
作
品
と
製
作
状
況
を
中
心
に
︱
﹂﹃
生
誕

一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
、
一
七
〇
頁
。

11 　
﹁
公
設　

第
一
回
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
﹂﹃
美
術
新
報
﹄
画
報
社
、
一
九
〇
七
年
、

第
六
巻
一
四
号
、
七
頁
。

11 　

細
野
正
信
監
修
﹃
日
展
史
一 

文
展
編
一
﹄
日
展
、
一
九
八
一
年
、
一
二
八
頁
。

13 　

岩
切
信
一
郎
﹁
橋
口
五
葉
︱
装
飾
美
術
の
軌
跡
︱
﹂﹃
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄

千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
、
一
二
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
薄
拙
太
郎
﹁
橋
口
清
君

の
思マ

出マ

﹂﹃
帝
国
工
芸
﹄︵
帝
国
工
芸
会
、
一
九
二
九
年
一
二
月
一
日
︶
を
筆
者
も
国
立

国
会
図
書
館
に
て
確
認
し
た
。

14 　
﹁
懸
賞
広
告
画
の
当
選
﹂﹃
三
越
﹄
第
一
巻
第
一
号
、
三
越
呉
服
店
、
一
九
一
一
年
、

二
〇
︱
二
一
頁
。

15 　
﹁
表
紙
に
掲
げ
た
る
﹃
千
両
額
﹄﹂﹃
三
越
﹄
第
一
巻
第
二
号
、
三
越
呉
服
店
、
一
九

一
一
年
、
九
頁
。

16 　

岩
切
信
一
郎
﹁
一
九
〇
〇
︱
一
九
一
〇
の
版
画
︱
版
表
現
の
経
緯
︱
﹂﹃
日
本
の
版

画
Ⅰ
一
九
〇
〇
︱
一
九
一
〇　

版
の
か
た
ち
百
相
﹄
展
、
櫛
形
町
立
春
仙
美
術
館
、
一

九
九
七
年
、
一
〇
︱
一
七
頁
に
よ
る
と
、
リ
ト
グ
ラ
フ
︵
石
版
︶
印
刷
が
普
及
し
印
刷

機
械
に
よ
る
大
量
印
刷
が
展
開
し
た
の
も
こ
の
頃
で
、
一
八
九
二
年
に
は
亜
鉛
平
版
が

秀
英
舎
︵
泰
錦
堂
︶
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
九
九
年
に
は
ア
ル
ミ
平
版
輪

転
機
で
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
三
間
石
版
印
刷
所
は
石
版
に
も
関

わ
ら
ず
数
十
色
を
重
ね
た
印
刷
を
す
る
こ
と
で
、
亜
鉛
版
を
用
い
た
精
巧
な
カ
ラ
ー
印

刷
に
も
匹
敵
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
印
刷
し
て
い
た
。
初
期
の
三
越
呉
服
店
の
ポ
ス
タ
ー
を

担
っ
た
。

11 　

岩
淵
令
治
﹁
治
・
大
正
期
に
お
け
る
﹁
江
戸
﹂
の
商
品
化
：
三
越
百
貨
店
の
﹁
元
禄

模
様
﹂
と
﹁
江
戸
趣
味
﹂
創
出
を
め
ぐ
っ
て ︵
歴
史
表
象
の
形
成
と
消
費
文
化
︶﹂﹃
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
﹄
一
九
七
号
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
六

年
、
四
九
︱
一
〇
四
頁
。

11 　

岩
切
信
一
郎
﹁
橋
口
五
葉
︱
装
飾
美
術
の
軌
跡
︱
﹂﹃
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄

千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
、
一
三
頁
に
て
判
明
。
筆
者
は
﹃
絵
画
叢
誌
﹄
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
版
︵﹃
繪
晝
叢
誌
﹄
雄
松
堂
出
版
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
一
三 

・ 

第
二

八
五
︱
三
〇
六
号
︵
明
治
四
四
年
一
月
︱
大
正
元
年
一
一
月
︶︶
に
て
記
事
を
確
認
し

た
。

11 　
﹃
近
代
日
本　

ア
ー
ト･

カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

〇
二
七　

无
声
会　

第
二

巻
﹄
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
三
〇
九
︱
三
二
三
頁
に
当
時
の
新
聞
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
五
葉
の
出
品
作
に
つ
い
て
の
記
述
を
確
認
出
来
る
。

11 　
﹁
无
声
会　

会
旨
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄
読
売
新
聞
社
、
一
九
〇
〇
年
三
月
二
四
日
四
面
。

　

 　

青
木
茂
監
修
﹃
近
代
日
本　

ア
ー
ト･

カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

〇
二
六　

无

声
会　

第
一
巻
﹄
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
五
頁
に
て
参
照
。

11 　

庄
司
淳
一
﹁
无
声
会　

概
要
﹂﹃
近
代
日
本　

ア
ー
ト･

カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン　

〇
二
七　

无
声
会　

第
二
巻
﹄
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
三
三
六
頁
。

11 　

西
山
純
子
氏
に
よ
る
と
、
一
九
一
二
年
頃
の
无
声
会
は
﹁
発
足
か
ら
一
〇
年
以
上
を

経
た
当
時
、
自
然
主
義
の
色
は
必
ず
し
も
鮮
明
で
は
な
く
、
装
飾
的
な
傾
向
を
強
め
つ

つ
﹂
あ
っ
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
西
山
氏
は
无
声
会
が
一
九
〇
七
年
か
ら
図
案
を
公

募
し
て
い
る
点
、
一
九
一
〇
年
に
﹁
新
装
飾
芸
術
の
開
拓
﹂
を
掲
げ
て
い
る
点
を
挙
げ

て
い
る
︵﹃
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄
一
〇
四
頁
︶。

13 　
﹁
装
飾
画
と
半
切
画
︱
无
声
会
展
覧
会
を
観
る
︱
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
一
二
年
五
月

一
五
日
五
面
。

　
 　

﹃
近
代
日
本　

ア
ー
ト･

カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

〇
二
七　

无
声
会　

第
二

巻
﹄
三
一
〇
頁
に
て
確
認
。

14 　
﹁
み
や
ま
文
壇　

色
か
ら
線
へ
︵
上
︶︵
無
声
会
展
覧
会
を
観
る
︶﹂﹃
都
新
聞
﹄
一
九

一
二
年
五
月
二
二
日
一
面
。

　

 　
﹃
近
代
日
本　

ア
ー
ト･

カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

〇
二
七　

无
声
会　

第
二

巻
﹄
三
一
一
頁
に
て
確
認
。
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15 　

岩
切
信
一
郎
﹁
橋
口
五
葉
︱
装
飾
美
術
の
軌
跡
︱
﹂﹃
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄

千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
、
一
三
頁
。

16 　

執
筆
者
不
明
﹁
无
声
会
展
覧
会
印
象
記
﹂﹃
美
術
乃
日
本
﹄
第
四
巻
第
六
号
、
一
九

一
二
年
六
月
一
五
日
、
一
〇
頁
︱
一
四
頁
。

11 　

岩
切
信
一
郎
編
﹁
橋
口
五
葉
年
譜
﹂﹃
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美
術
館
、

二
〇
一
一
年
、
一
八
九
頁
参
照
。　

原
典　

橋
口
五
葉
﹁
歳
頭
所
感
﹂﹃
新
美
術
﹄
一

巻
一
号
、
春
鳥
會
、
一
九
一
四
年
、
頁
。

11 　

岩
切
信
一
郎
編
﹁
橋
口
五
葉
年
譜
﹂﹃
生
誕
一
三
〇
年　

橋
口
五
葉
展
﹄
一
八
八
︱

一
八
九
頁
参
照
。

11 　

橋
口
五
葉
﹁
特
集　

装
幀
に
つ
い
て　

思
ひ
出
し
た
事
ど
も
﹂﹃
美
術
新
報
﹄
一
二

巻
五
号
、
画
報
社
、
一
九
一
三
年
五
月
、
二
二
︱
二
四
頁
。

31 　

橋
口
五
葉
﹁
文
藝　

秋
の
書
斎
を
飾
る
可
き
表
装
の
数
々
﹂﹃
時
事
新
報
﹄
時
事
新

報
社
、
一
九
一
三
年
、
九
月
八
日
︵
第
一
回
︶
五
頁
、
九
月
九
日
︵
第
二
回
︶
五
頁
、

九
月
十
二
日
︵
第
三
回
︶
五
頁
、
九
月
十
三
日
︵
第
四
回
︶
五
頁
、。

31 　

岩
切
信
一
郎
﹁
橋
口
五
葉
の
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
秋
の
装
幀
自
評
︱
﹃
時
事
新

報
﹄
連
載
か
ら
︱
﹂﹃
一
寸
﹄
七
二
号
、
學
藝
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
九
︱
一
八
頁
。

31 　

岩
切
信
一
郎
﹁
橋
口
五
葉
の
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
秋
の
装
幀
自
評
︱
﹃
時
事
新

報
﹄
連
載
か
ら
︱
﹂﹃
一
寸
﹄
第
七
二
号
、
學
藝
書
院
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
九
︱

一
八
頁
。

33 　

五
葉
は
文
中
で
﹁
ク
ロ
オ
ス
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
。
岩
切
氏
に
よ
る

と
、
こ
れ
は
﹁book cloth, book binding cloth

の
こ
と
で
﹁
ク
ロ
ー
ス
﹂
の
表
記
。

製
本
の
外
装
用
材
料
の
こ
と
。
綿
布
や
ス
フ
織
物
に
特
種
染
料
を
塗
布
し
た
布
ク
ロ
ー

ス
︵
本
ク
ロ
ー
ス
︶、
あ
る
い
は
布
の
代
用
と
し
て
の
紙
ク
ロ
ー
ス
も
あ
る
﹂。︵
引
用

元　

切
信
一
郎
﹁
橋
口
五
葉
の
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
秋
の
装
幀
自
評
︱
﹃
時
事
新

報
﹄
連
載
か
ら
︱
﹂﹃
一
寸
﹄
第
七
二
号
、
學
藝
書
院
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
一
一

頁
。

34　

東
京
新
聞
編
﹃
橋
口
五
葉
展
﹄
小
田
急
美
術
館
他
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
二
頁
。

資
料
一
覧

︵
資
料
一
︶　

橋
口
五
葉
︽
孔
雀
と
印
度
女
︾︵
一
九
〇
七
年
︶
解
説
書
草
稿

出
典　

山
西
健
夫
編
﹁
資
料
編
﹂﹃
生
誕
一
三
〇
年　

樋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美
術

館
、
二
〇
一
一
年
、
一
六
四
～
一
六
五
頁

解
説
書

第
三
部
二
十
三
類　

号　

油
絵
二
枚
折
衝
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
品
人　

東
京
市
下
谷
区
谷
中
清
水
町
五
番
地　

橋
口
清

材
料
及
製
作
法

西
洋
間
及
和
洋
折
衷
間
︵
に
用
ゆ
ひ
る
︶
ノ
室
内
装
飾
︵
の
二
枚
折
衝
立
を
按
シ
是

ニ
油
絵
具
を
用
ひ
て
装
飾
画
を
画
き
た
り
︶
用
ト
シ
テ
二
枚
折
ノ
衝
立
を
作
リ
是
レ

図
按
シ
之
レ
ニ
油
絵
具
ヲ
用
ヒ
テ
装
飾
画
ヲ
画
キ
タ
リ　

是
ニ
用
ヒ
タ
ル
料
材
料
ハ

英
國
製
カ
ン
バ
ワ
ス
、
模
造
印
度
サ
ラ
サ
、
金
箔
、
沸
國
製
油
画
具
、
木
製
ノ
縁
、

製
比
装
飾
画
ト
シ
テ
画
キ
タ
ル
ヲ
以
テ
ト
シ
タ
ル
此
ハ
光
陰
線
の
関
係
ヨ
リ
ハ
線
形

ノ
調
和
及
ヒ
色
彩
ノ
排
列
卜
調
和
ニ
力
ヲ
用
ヒ
注
キ
以
テ
作
者
意
匠
卜
技
術
ト
ヲ
全

フ
セ
ン
事
ヲ
勉
め
タ
リ　

図
画
中
古
代
印
度
ノ
風
俗
ヲ
假
装
シ
タ
ル
人
物
ヲ
画
キ
タ

ル
ヲ
以
テ
衝
立
ノ
縁
ニ
モ
古
代
印
度
ノ
ロ
ー
タ
ス
模
様
ヲ
用
ヒ
タ
リ

明
治
三
十
八
年
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
目

卒
業　

研
究
科
在
学
中

命
題
ノ
説
明

画
題　

孔
雀
姫
、　　
　

此
レ
ハ
図
ハ
古
キ
物
語
及
又
ハ
歴
史
ニ
依
リ
テ
画
キ
タ
ル

ニ
ア
ラ
ズ　

只
作
者
ノ
想
像
卜
感
情
ト
ヲ
ア
ラ
顕
ハ
サ
ン
ガ
為
メ
画
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（図一）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『吾輩は猫である』上篇、服部書店、一九〇五年木版、箔押し、空押し、
紙、二二・二×一五・六センチ、神奈川近代文学館寄託

（図二）　橋口五葉《孔雀と印度女》一九〇七年、油彩、キャンバス、一九三・八 ×
一八四センチ、鹿児島市立美術館
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（図三）　橋口五葉《羽衣》一九〇七年、油彩（写真）、サイズ不詳、所在
不明
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（図四）　橋口五葉《此美人》一九一一年、石版、紙、
一〇一・七×七一・六センチ　個人蔵

（図五）　橋口五葉《黄薔薇》一九一二年、絹本着色、
一二二・七×五〇・六センチ、個人蔵
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（図六）　寺崎廣業《溪四題》一九〇九年、紙本着色、四幅対、各一二七・五 × 六三・〇
センチ、東京近代美術館蔵

雨後 秋霧

夏の月 雲の峰
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（図八）　橋口五葉《美しい鳥》一九一二
年、絹本着色、一二二・五×
五〇・五センチ、個人蔵

（図七）　横山大観《流燈》一九〇九年、絹
本着色、一四三・一×五一・五 
センチ、茨城県立近代美術館蔵

（図九）　橋口五葉《ペリカン》一九一三年、紙本金地着色、二曲一隻、七六・〇 × 一八二・
〇センチ、個人蔵）
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（図一〇）　泉鏡花著、橋口五葉装幀『乗合船』表紙刷り見本、春陽堂、一九一三年、木版・紙、二二・三 ×
三三・五センチ、鹿児島市美術館蔵

（図一一）　泉鏡花著、橋口五葉装幀『乗合船』春陽堂、一九一三年、木版・紙、二二・
五×一五・二センチ、個人蔵（千葉市美術館寄託）
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（図一二）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『虞美人草』春陽堂、一九〇八年、木版・紙、三九・八
×二七・五センチ、千葉市美術館蔵

（図一三）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『四篇』春陽堂、一九一〇年、二二・六 × 一五・一センチ、筆者蔵
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（図一四）　ツルゲーネフ著、長谷川二葉亭訳、橋口五葉装幀『浮草』金尾文淵堂、一九〇八
年、木版・箔押し・紙、二二・六×一五・〇センチ、個人蔵（千葉市美術館寄託）

（図一五）　モリエール著、草野柴二訳、橋口五葉装幀『モリエエル全集』金尾文淵堂、一九〇八年、木
版・紙、二一・九×二九・六センチ、個人蔵
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（図一六）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『行人』大倉書店、一九一四年、二二・五 × 一五・三センチ、個人蔵

（図一七）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『四篇』扉絵、
春陽堂、二二・六×一五・一センチ、一九
一〇年、筆者蔵
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（図一九）　森鴎外著、橋口五葉装幀『ちりひぢ』千章館、一九一五年、個人蔵

（図一八）　橋口五葉装幀『新世紀』二巻四号、表紙、
新世紀社、一九一三年、印刷、紙、二二・
〇×一五・五センチ、鹿児島県歴史資料セ
ンター黎明館蔵
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（図二一）　森田草平著、橋口五葉装幀『自叙伝』春陽堂、一九一一年、木版、紙、二二・六
×一五・九センチ、個人蔵

（図二〇）　橋口五葉装幀『英語』一三巻一号、表紙一九
一一年、印刷、紙、二二・〇×一五・三セ
ンチ、鹿児島県歴史資料センター黎明館蔵
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（図二二）　泉鏡花著、橋口五葉装幀『恋女房』鳳鳴社、一九一三年、木版、紙、二二・三
×一五・三センチ、個人蔵

（図二三）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『漾虚集』扉大
倉書店、服部書店、一九〇六年、木版・石
版、紙、二二・五×一六・〇センチ、個人
蔵（千葉市美術館寄託）
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（図二四）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『彼岸過迄』春陽堂、一九一三年、二二・六 × 一五・〇センチ、個人蔵




